
 

 

 

昭和信用金庫行動計画 

 

職員の個性と能力が発揮でき、男女ともに長く勤められる職場環境を整えるため、 

次の行動計画を策定する。 

 

 

 

令和３年４月１日～令和８年３月３１日までの５年間 

  

 

 

課題１： 女性が配属されている係が男性と比較して限定されている。                          

課題２： 女性の平均勤続年数が男性より低い。             

    課題３： 管理職に占める女性割合が低い。 

 

目標 ２ 

   育児休業中の職員に対して、希望する者は復帰前見学を必ず行う 

 

＜取組内容＞ 

令和 ３年 ４月～  主任制度の運営により不安なく役席へ移行できるよう支援 

職場環境に関する職員へのアンケートを実施 

委員会（働き方改革および女性活躍推進）の立ち上げ  

令和 ４年 ４月～  一般職のキャリアプランを見直し、業務範囲を拡大 

委員会（働き方改革および女性活躍推進）による職員向け小冊子の発行 

女性職員交流会の実施 

令和 ５年 ４月～  一般職から総合職へのコース変更の推進 

       

 

  目標 ３ 

   小学校就学前の子を持つ職員については、月２日は必ず１９時までに帰宅させる 

 

＜取組内容＞ 

令和 ３年 ４月～  女性職員の仕事に対する意識調査を実施 

令和 ３年１０月～  管理職養成に向けた育成計画の策定 

令和 ４年 ４月～  管理職養成に向けた研修および交差訓練の実施 

  

1．計画期間  

２．当金庫の課題                                            

目標 ２ 

       管理職 （課長級以上） に占める女性割合を８％以上にする。 

 

目標 １ 

        男女の平均勤続年数の差異を３年以下にする。                              

 

 


